







(The experimental analysis of behavior) と応用行動分析 (Theapplied behavior analysis) に大別
されてきたが、近年、“理論的行動分析"と呼ぶべき新しい研究の流れが発展しつつある。そこでは、
伝統的な強化随伴性概念の再構築、ルール支配行動の積極評価、社会的行動に対する研究方法の見
置しなどが行なわれ着実な進展を見せている (Malott，Whaley & Malott， 1993 ;杉山ほか. 1995; 





谷川. 1992a. 1992b. 1993. 1994)、これより主として、将来への展望に話題を移していくことと







































































れるか除去されるかの 2通り、合わせて 4通りがある (Holland& Skinoer. 1961 ; Reynolds. 1975 
;佐藤， 1976， p.58;小川. 1989， p.17; Baum. 1994， p.59)。従来、これらは単に強化随伴性






(BEFORE)→ [BEHAVIOR)→ (AFTER) 
という随伴性ダイアグラム(杉山ほか， 1995， p.20・26) を用いる。このう ち、“BEFORE"で示す



























































たらしているような場合、 その随伴性のことを“ピルトイン (built-in)随伴性 [あるいは内在的

















































































































































































環境側の変化 。 :現状維持 行動変側容の
何も 特定の 呼 称
現状
しなければ 行動をすれば ↑↓ 増減加少
平穏 。平穏 直後に好子出現 ①好子出現:強化 改革
平穏 。平穏 直後に嫌子出現 ②嫌子出現 :弱化(罰) σ〉
好子継続 。好子継続 直後に好子消失 ③好子消失:弱化(ペナルティ)
{f随半生
嫌子継続 。嫌子継続 直後に嫌子消失 @嫌子消失:強化(逃避)
平穏 やがて好子出現 。平穏 ⑤好子出現臨止 :弱化 保守
平穏 やがて嫌子出現 。平穏 @嫌子出現阻止:強化(回避) の
好子継続 やがて好子消失 。好子継続 ⑦好子消失阻止 :強化(回避) f随性半






























テーマで講演を行なった。その終わりのほうで、次のように述べている(スキナー， 1991， p. 95-96)。
[略]...罰からの逃避ないしは回避によってなにかをするときには、我 は々 しなければならない
ことをする (wedo what we have to do， what we need to do， and what we must do)といい
ます。そして、そういったときには幸福であることはまずありません。その結果が正の強化をうけ
たことによってなにかをするときには、我々はしたいことをする (wedo what we IIke to do， 



















































































































































































接強化したとは考えられない。 Malottet al. (1993)は、行動の維持や変容に効果を及ぼす随伴性を、

















れた行動のことを意味するものである (Malottet aL. p. 344) [注15]。










































































































































































































()主1): Malolt et al. (1993)の日本語版は、 1994年に r行動分析学入門 基礎綴(マロ γト・ウェイ 1)イ・マロッ
ト・杉山 ・島宗・佐藤.1994)Jが、さらに1995年に 『行動分析学入門 基礎編第2版(杉山・島宗・佐藤・マロッ


































mqsl incentive systems. workers do not work f()r things but to avoid losing them)のです"と述べている(スキナー，
I鈎1，p.88.笑E昔原文li長谷川が挿入)。但し、スキナー自身はこれを“好子除去の随伴性"とは呼んでいない。
[i主1}:訳文では"逃避ないし回避"となっているが、笑紛の原文では“avoidor escape from puoishment・-と、
“逃避"と“回i!"の順序が逆になっている。
[注12} : 1995~・ 8 月 13日 TBS系放映 r秘は夢中で引き金をひいた! 一一兵士が見た"敵の顔"J による。
[i主131:人間以外の動物でも、食行動に関する学習に限れば24時間前に飲んだものの味を覚えていることがある(長
谷川1，1981参照)。
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